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東北縦貫線工事における既存高架橋を利用したレールレベル扛上の設計・施工について 
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１．はじめに 

東北縦貫線工事は，東京～上野間に新たに線路を増設し，現在上野駅止まりの東北・高崎・常磐線と東京駅

止まりの東海道線を結ぶことで，直通ネットワークの構築，混雑緩和を図るものである．図1に東北縦貫線概

要図を示す．東北縦貫線は大きく高架橋新設区間と線路改良区間に分けられ，秋葉原方アプローチ部は既設高

架橋を撤去・新設した区間と既設高架橋を改良する区間に大別される．本稿では，秋葉原駅前に位置している

既存高架橋を利用したレールレベル扛上の設計・施工について報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1：東北縦貫線概要図 

 

２．既設高架橋（Ｒ１７高架橋）概要 

秋葉原駅付近の高架橋構造物は，線路直角方向に3径

間ラーメン高架橋となっており，東北縦貫線上下線と

京浜東北南行線が同一高架橋となっている．東北縦貫

線の重層部へ向かう勾配のため，秋葉原駅付近でアプ

ローチ部と称している勾配を取り付け区間となるが，

極力既設高架橋を活用し，嵩上げすることで対応する

計画であった．しかしながら，京浜東北線への影響及

び嵩上げのための補強費用との優劣比較を行い，

大部分の高架橋は一部撤去し新設高架橋を構築

している．今回報告するR17高架橋は，嵩上げ高

さが約1mと少なく，既設高架橋を活用することが有利であるため，秋葉原付近で唯一嵩上げを行った高架橋

である（図２）． 
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写真 1：R17 高架橋施工後 

図３：弾性バラスト軌道構造の採用 

３．上部構造の決定 

R17高架橋の下部構造は増し杭+新設フーチングに

よって既存部との一体化を図り補強を行っている．こ

の下部構造の補強設計では基礎の補強を最小限とす

るために上載荷重を極力軽くすることを条件として

いる．このため当初は、気泡モルタルで嵩上げを行い

その上に弾性バラスト軌道を敷設する設計を行った．

しかし，気泡モルタル盛土上の路盤コンクリートに発

生するひび割れから水が浸入して気泡モルタルが吻

泥化することが懸念されたため列車荷重が作用する

箇所への気泡モルタルの使用を見直すこととした． 

その代替案として以下の検討を行った． 

第 1 案：既設スラブ上に帽子桁を構築する 

第 2 案：弾性バラスト軌道の調整コンクリートを高くする 

当該箇所は京浜東北線脇で新幹線に近接した箇所であり，帽子桁を現場打ちで施工することは営業線の離隔

を確保した施工を行うことが容易ではない．第 2 案では調整コンクリートの高さが高くなることから調整コン

クリートに曲げモーメントが発生する．しかしながら鉄筋量が多くなるというデメリットがあるものの，総合

的に比較検討した結果，第 2 案が有利であると判断し採用した（図３）． 

弾性バラスト軌道では通常，消音バラストを散布する．今回の構造においては，調整コンクリート分の消音

バラストを散布すると，気泡モルタルとの重量差分，上載荷重が超過し，すでに施工済みである高架橋柱及び

基礎の再補強が必要となる．そのため，軽量な構造とする必要があった． 

解決策として以下の2案について検討を行った． 

第1案：デッキプレートにより高架橋スラブ面を構築する 

第2案：EPSにより嵩上げをし，鉄筋コンクリート床板を打設する 

列車荷重は，弾性バラスト軌道の調整コンクリートで支持するため，その他の嵩上げ部分には列車荷重が作

用しないため，代替案検討の自由度は大きく向上した．第1案のデッキプレートはメンテナンスが困難なこと

や特注品となりコストが増大する．第2案はEPSにより荷重を大幅に低減できることに加え，施工基面がコン

クリート床板となるため，高架橋排水等の処理についても容易であり利点が多い．さらにEPSは軽量であるた

め，施工が容易であり今回の現場のような狭隘な箇所においても有効であると考えられた．以上により，第2

案を選択し，高架橋の嵩上げを施工した． 

４．おわりに 

 今回報告したR17高架橋は，狭隘な箇所であるため高架橋

の撤去・新設を行うことも困難な箇所である．既設高架橋を

利用しEPSにて嵩上げを行うことで工期の短縮及び工事費

の削減にもつなげることができた． 
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